
３月６日３月６日
～７日～７日

２０２４年２０２４年
５月１日発行５月１日発行

205205号号

第1回定例会開催第1回定例会開催
予算質疑一般質問 令

和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

・
室
井　
正
行 

議
員

　
　
計
画
の
見
直
し
を
思
い
切
っ
て
行
う
べ
き

・
出
﨑　
太
郎 

議
員

　
　
江
差
港
の
長
期
構
想
見
直
し
に
着
手
を

・
増
永　
一
彦 

議
員

　
　
エ
コ
ー
建
設
費
を
町
民
と
共
に
返
済
す
る
か

・
塚
本　
　
眞 

議
員

　
　
能
登
半
島
地
震
を
含
め
た
防
災
見
直
し
は

・
大
門　
和
幸 

議
員

　
　
子
ど
も
議
会
を
開
催
す
る
考
え
は

・
小
梅　
洋
子 

議
員

　
　
町
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」返
礼
品
経
費
率
は

・
田
畑　
豊
利 

議
員

　
　
日
本
遺
産
認
定
再
審
査
の
情
報
開
示
を

懲
罰
特
別
委
員
会
を
設
置

・
総
額
６
１
億
６
４
３
０
万
円
を
可
決

・
本
会
議
中
の
議
員
に
対
す
る
懲
罰
可
決

令
和
６
年
度
事
業
予
算
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た

早くみんなと仲良くなりたいな～早くみんなと仲良くなりたいな～
☆江差北小学校新１年生入学式☆江差北小学校新１年生入学式

9月 6月
定例会
3月12月



　令和６年度は私が町⻑の任に就いて、丸
１０年となる。
　我がまち江差町は、⼈⼝減少や少⼦⾼齢
化という難局にあるが、令和６年度は、農
業のICT 化やサーモン養殖事業、檜⼭沖で
検討されている洋上⾵⼒発電事業の推進な
どによって、国の課題解決に協⼒していく
とともに、江差の強みをより⼀層、まちづ
くりに⽣かしていく
所存である。
　引き続き、皆様と
⼒を合わせ、誠実に、
丁寧に、全⼒で町政
運営にあたることを
お約束する。

　予算の⼤半を占める令和６年度⼀般会計予算は６１億６，４３０万円と、昨年度に⽐べ１億８, ３１０万円
（２．９７％）の減となりました。コミュニティプラザの建設が令和５年度で終えることが、歳⼊歳出予算減の
主な要因となります。
　令和６年度⼀般会計においても、町税総額で３，５３３万円（４．６％）を始めとした歳⼊減や、各種事務事
業に対し、財政調整基⾦（積⽴⾦）を３億円取り崩すことにより、不⾜分が賄われます。
　⼀⽅、歳出は、町道や公営住宅などの⽣活基盤整備事業や観光関連事業、地域づくり事業が予算化され、議
員から進め⽅や今後の⾒通しなどについて質疑が⾏われました。

町政執行方針

執行方針を表明する照井町長
主要施策
１　３つの重点施策
　⑴　�住民生活の利便性と活力の向上を

目指した取組
　⑵　再生可能エネルギーに対する取組
　⑶　安全・安心の地域づくり
２　産業基盤の維持・強化のまちづくり
３　不幸ゼロのまちの実現
４　地域・未来を担う⼈づくり
５　地域を⽀える社会基盤の整備
６　将来にわたり持続可能な財政運営

令和６年度一般会計予算　金額及び割合

令和６年度　一般会計予算令和６年度　一般会計予算
総額61億6,430万円を可決総額61億6,430万円を可決

令和６年度一般会計は令和６年度一般会計は

対前年比で対前年比で2.97％2.97％減減

繰入金
5億6,611万円

道支出金
3億2,544万円

道支出金
3億2,544万円

国庫支出金
5億2,745万円
国庫支出金

5億2,745万円

町債
6億3,610万円

地方交付税等
29億2,249万円
地方交付税等
29億2,249万円

町税
7億2,577万円

町税
7億2,577万円

自主財源
  25.7%

依存財源 
74.3%

依存財源 
74.3%

歳　入
（財源）
歳　入
（財源）

使用料及び手数料等
4億6,094万円

その他
40万円

議会費
6,361万円

農林水産業費
2億4,507万円

商工費
3億135万円

労働費
2,443万円 衛生費

4億8,351万円

土木費
6億1,364万円

消防費
3億7,642万円

教育費
5億6,592万円

公債費
5億3,506万円

義務的経費
24億2,186万円

投資的経費
6億4,454万円

その他経費
30億9,790万円
その他経費

30億9,790万円

歳　出
（使いみち）
歳　出
（使いみち）

総務費
14億276万円

民生費
15億5,213万円
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◎今年度の当初予算（一般会計）の主なものは
１　住民生活の利便性と活力の向上

江差マース事業	 233万円
これまでの実証実験を基に、夏頃を目途として地
域住民の新たな公共交通サービスを構築していく。
北の江の島構想推進	 1,404万円
魅力ある施設づくりのため、設計・維持管理業務
を担う運営企業を選定し、事業開始につなげる。
コミュニティプラザえさし	 1,124万円

（愛称：エコー）管理
令和６年６月供用開始予定のエコーに係る管理・
運営経費。

２　再生可能エネルギーに対する取組み
再生可能エネルギー推進事務	 1,124万円
町主要７施設のFS（ファジビリティスタディ）調
査を行い、太陽光発電に係る効果を検証。

３　安全・安心の地域づくり
消防自動車（大型タンク車）	 1億624万円
整備
購入後３０年が経過した大型タンク車を更新し、
最新資機材のほか泡消火剤を備え、消防力を強化。

４　産業基盤の維持・強化
ふるさと応援寄附金対策	 3億2,817万円
ふるさと応援寄附金の返礼品を通じ、特産品開発
や地域経済への振興を図り、地方創生へつなげる。
　※　基金への積立金２億２千万円を含む。

有害鳥獣駆除対策	 752万円
近年、多発するヒグマ等被害を未然に防止するた
め、ハンター等人材を確保・育成すると共に、立
木の伐採や箱わな、電気柵を設置する。

５　子ども子育て支援及び不幸ゼロの町の実現
子ども医療費助成	 1,902万円
保護者の負担軽減や家庭生活環境を向上させるた
め、高校生までの子どもの医療費を無料化する。

６　地域・未来への取り組み
開陽丸船体現状確認調査	 288万円
令和４年、開陽丸遺跡出土品が文化庁の重要考古
資料に選定されたことから、資料再整理を行う。

７　地域を支える社会基盤の整備
町道陣屋椴川線道路	 4,620万円
改良工事
町道陣屋椴川線（旧駅下から国道まで）の舗装・
排水改良工事に併せて下水道工事を実施する。

８　その他
江差町議会議場映像設備更新	 777万円
現在故障中である、議会議場映像設備を更新する
と共に、議会本会議のYouTube配信を開始する
ための設備整備。

　高齢化社会を見据えた住民の足を確保するための北部地域のバス路線の見直しや「江差マース」を活用し
た取り組みのほか、地域コミュニティーの創生に寄与する「コミュニティープラザ江差」（通称：エコー）の
供用開始は、上町地区の活性化にも繋がるものと期待している。
　「北の江の島構想」においては、民間のノウハウを活用した拠点施設整備の具体化や運営方針を見据えたも
のとなっている。
　檜山沖で計画されている洋上風力発電事業など自然エネルギーを資源化し、将来的には地域経済の活性化
にも繋がる。
　江差町の新たな魅力づくりと地域経済の活性化、町民が住み続けたいと思える行政サービスの継続などに
向け、職員の英知を結集し邁進される様、期待する。

大門　和幸 議員賛　成
討　論　～私はこう考える

現在の大型タンク車両

故障中のカメラを含む映像設備を更新する
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一般会計予算採決の様子

予算質疑
　令和６年度一般会計予算について、担当各課から所管の予算概要説明の後、議員より担当
各課に対して予算等に関連した質疑や意見がありました。それぞれの議員よりどのような質
疑意見があったのかを一部要約しご紹介します。

財政課
江差町財政調整基金の取り崩しについて

健康推進課
妊娠・出生期の支援及び子育て支援について

高齢あんしん課
まちづくりカフェ活動拠点施設整備事業について

産業振興課
江差産ニシン活用対策事業について

産業振興課
有害鳥獣駆除事業（ヒグマ特別対策）について

社会教育課
文化会館管理（控室の修繕）について

令和６年度事業予算について慎重に令和６年度事業予算について慎重に
審議しました！審議しました！

問
　施策上の必要がある時は、萎縮す
る事無く取り崩して使うことも検討
しては。（室井議員）

答
　財調残高や起債の発行残高に配慮
し、財政・まちづくりの両輪で持続
可能な財政運営に努める。

問
　妊娠・出産・医療・子育て支援に
対して一貫して完全無料化を検討し
ては。（室井議員）

答
　どうすれば子育てしやすい環境に
繋がるか、しっかり見極め最大限努
力していく。

問
　活動拠点施設をエコーへ移動後、
檜山ハイヤービルを活用する予定
は。（飯田議員）

答
　活動拠点施設は檜山ハイヤービル
を 4 か月間借り上げており、それ
以降は借り上げせず、事業を含めエ
コーへ移動する。

問 　江差産ニシン活用対策事業とは具
体的にどの様な対策か。（小梅議員）

答
　「観光まちづくり協議会」を通じ
事業を行っており、ニシン漁で年間
２０００㎏確保し、町内飲食店や商
品開発の事業で活用している。

問
　熊の個体数が増え、昨年は市街地・
病院の近くにも多くの出没が見られ
た。春熊駆除対策は。（塚本議員）

答
　ハンターの育成・確保対策やヒグ
マの緩衝地帯など。北海道や専門家
と連携し注力して参りたい。

問 　文化会館控室について、湿気によ
るカビの対策は。（増永議員）

答
　事前に控室のカビ壁・屋根の改修・
畳の表替え等を実施。令和６年度は
和室の一部をフローリング化する改
修を進める。
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道
江
差
・
上
ノ
国
下

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
委
託

に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協

定
の
締
結

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
令
和
５
年
度

陣
屋
・
円
山
地
区
町
有
地
法
面
崩
落
防

止
工
事
）

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
町
立
江
差
小

学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
）

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
町
立
南
が
丘

小
学
校
・
江
差
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

工
事
）

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
旧
江
光
ビ
ル

跡
地
活
用
拠
点
施
設
建
設
工
事
契
約
の

変
更
）

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
江
差

追
分
会
館
・
江
差
山
車
会
館
）

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
江
差

町
文
化
会
館
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

山 田 清 美　氏中 野 孝 弘　氏
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せています。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

７７
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　次のとおり、町長が行政報告しました。

１　能登半島地震における友好都市珠洲市への災害派遣
について

　　令和６年能登半島地震により被災した珠洲市に対
し、１日も早い復興に支援していきたいと考え、職員
を避難所運営業務支援などに充てるため派遣して来
た。

　　その後、檜山町村会並びに檜山振興局の協力を得
て、３月末までの支援継続を決定し、江差町を含めた
檜山管内及び檜山振興局職員の延べ６１名を予定して
いるところ。

　　友好都市珠洲市の一日でも早い復興に当町も最大限
支援していきたいと考えているが、３月末までの派遣
を一区切りとしつつも、新年度における支援策につい
ては、改めて派遣などの対応について検討していく。

２　寄付採納について（臨時会及び定例会）
　◇江差ライオンズクラブ� 会長　紺谷　ひろ美　様
　　新入学児童に対する文房具３５セット
　◇第一生命保険株式会社函館支社
� 　江差営業オフィス機関長代理　福田　丈洋　様
　　新入学児童に対するタオルチーフ２８枚
　◇江差グリーンエナジー株式会社
� 　代表取締役　戸田　勝也　様
　　現金３００万円（令和５年度２回目のご寄付）　
　◇ホクレン農業協同組合連合会
� 　代表理事会長　篠原　末治　様
　　企業版ふるさと納税１００万円
　◇生活協同組合 コープさっぽろ
� 　理事長　大見　英明　様
　　交通安全ランドセルカバー３５枚

第 1 回 定 例 会  第 1 回 定 例 会  行 政 報 告

正当な理由なく会議を欠席した議員への注意について
　田畑豊利議員が、議長及び各委員長が招集した諸会議
に対し、地方自治法第137条に規定されている「正当な理
由のない会議の欠席」が数多く見受けられた。２月14日
議長が田畑豊利議員を呼出し、厳重注意を行った。

議長諸般の報告
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え
、
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
各
計
画
の
整
合
等
も
必

要
に
な
る
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
十
分
頭
に
入

れ
着
手
し
て
参
り
た
い
。

再
再
町
内
の
専
門
家
も

仲
間
に
入
っ
て
も
ら
い
検

討
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。

副
町
長
必
要
性
は
認
識

し
て
お
り
、
問
題
意
識
と

し
て
強
く
持
っ
て
い
る
。

な
い
が
、
現
在
の
計
画
の

見
直
し
修
正
、
追
加
の
検

討
を
思
い
切
っ
て
行
う
べ

き
と
考
え
る
の
で
答
弁
を

求
め
る
。

町
長
江
差
町
は
食
糧
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
都
市

部
に
供
給
出
来
る
大
き
な

魅
力
あ
る
地
域
で
、
魅
力

を
活
か
し
活
性
化
を
図
る

べ
き
と
強
く
認
識
す
る
。

　
現
在
の
計
画
な
ど
の
見

直
し
や
修
正
、
追
加
な
ど

の
検
討
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
は
第
６
次
江
差

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
策
定
年
度
で
あ
り
、

策
定
の
論
点
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
民

間
会
社
と
の
事
業
展
開
な

ど
が
、
重
点
的
な
施
策
と

し
て
の
位
置
づ
け
が
想
定

さ
れ
、
町
の
各
種
計
画
の

議
論
は
、
総
合
計
画
に
則

し
た
形
で
進
め
ら
れ
る
。

　
国
が
推
計
し
た
人
口
に
、

頭
を
抱
え
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
地
域
に
住
む
皆
様
が

今
以
上
に
幸
せ
を
感
じ
、

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
に

　
江
差
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
指
針
で
あ
る
第
６

次
江
差
町
総
合
計
画
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

等
の
他
各
種
計
画
に
つ
い

て
は
、
成
長
の
維
持
、
増

大
を
前
提
と
し
て
策
定
さ

れ
た
が
、
近
年
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
洋
上
風
力
発
電
、

民
間
活
力
を
活
用
し
た
政

策
転
換
な
ど
に
準
じ
計
画

や
条
例
な
ど
を
見
直
す
認

識
が
必
要
で
あ
る
。

　
厚
生
労
働
省
人
口
問
題

研
究
所
が
、
こ
の
先
26
年

後
の
２
０
５
０
年
の
将
来

人
口
の
推
計
を
公
表
し
、

現
在
人
口
の
半
数
以
下
の

46
％
、
３
，４
４
５
人
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。

　
推
計
の
み
で
判
断
出
来

問　
計
画
の
見
直
し
を
思
い
切
っ
て
行
う
べ
き

答　
新
た
な
重
点
施
策
を
含
め
見
直
し
を
進
め
る

旧鉄口旅館周辺地区

室井　正行議員

自
由
民
主
党

議
員

室む
ろ
い井　

正ま
さ
ゆ
き行

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
考
え

方
を
肝
に
銘
じ
て
行
う
べ

き
だ
と
思
う
。
ス
ク
ラ
ッ

プ
は
町
民
に
対
し
時
間
を

掛
け
て
丁
重
に
説
明
し
、

ビ
ル
ド
は
継
続
す
べ
き
こ

と
は
継
続
し
頑
張
っ
て
い

く
。
そ
う
い
う
考
え
方
が

必
要
と
思
う
。

　
全
課
長
が
共
有
し
て
江

差
に
絶
対
残
し
た
い
物
、

少
し
修
正
し
て
残
し
た
い

る
か
。
保
管
港
や
促
進
区

域
に
な
っ
た
場
合
、
一
過

性
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ

て
新
た
な
企
業
を
町
の
振

興
に
た
め
に
誘
致
出
来
る

か
。
檜
山
管
内
、
函
館
渡

島
を
含
め
連
携
す
る
。

　
こ
の
事
業
含
め
、
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
を
上
げ
て

い
く
の
で
、
議
会
の
ご
理

解
を
頂
き
た
い
。

も
つ
な
が
る
様
な
行
政
運

営
を
目
指
す
。

再
人
口
減
少
は
、
江
差

町
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

現
実
や
問
題
点
を
把
握
し
、

視
点
や
考
え
方
を
変
え
対

応
す
る
心
構
え
が
必
要
。

萎
縮
せ
ず
、
全
職
員
が
力

を
合
せ
て
い
く
考
え
方
が

必
要
に
な
る
。

　
ベ
ー
ス
は
政
策
、
計
画
、

施
設
も
含
め
て
、
ス
ク

物
、
こ
れ
は
な
い
方
が
い

い
物
な
ど
、
皆
で
協
議
し

絞
る
こ
と
も
悪
く
な
い
と

思
う
が
如
何
か
。

副
町
長
江
差
町
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

の
は
、
洋
上
風
力
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
で
各
種
計
画

の
内
容
が
変
わ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
洋

上
風
力
で
地
域
に
ど
れ
だ

け
新
し
い
企
業
誘
致
を
図

防
火
地
域
と
い
う
指
定
が

さ
れ
、
そ
の
中
心
に
エ

コ
ー
が
今
建
設
さ
れ
て
い

る
。
大
幅
な
防
火
規
制
や
、

建
設
費
高
騰
に
繋
が
っ
て

い
る
。
こ
の
地
域
の
用
途

地
域
を
変
更
し
な
い
と
、

中
心
市
街
地
に
建
物
を
建

て
ら
れ
な
く
な
る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

目
指
す
な
ら
、
こ
の
検
討

も
進
め
る
べ
き
で
は
。

建
設
水
道
課
長
50
年
近

く
経
っ
て
い
る
用
途
地
域

で
、
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
間
、
道

の
都
市
計
画
担
当
部
局
と

も
協
議
し
て
い
る
。
見
直

し
に
当
た
り
参
考
見
積
も

徴
取
し
て
い
る
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
中
で
着
実
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

る
の
は
民
へ
の
期
待
で
あ

る
。
当
該
地
は
、
国
道
か

ら
上
町
地
区
に
通
じ
る
主

要
な
道
路
に
面
し
た
上
、

あ
る
程
度
の
面
積
も
備
え
、

一
体
的
な
利
活
用
が
可
能
。

民
間
企
業
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
く
。

　
一
方
で
、
令
和
６
年
度

は
、
エ
コ
ー
の
供
用
を
開

始
す
る
年
で
、
当
面
は
力

点
を
置
き
な
が
ら
中
心
市

街
地
活
性
化
を
目
指
す
。

再
令
和
４
年
第
１
回
定

例
会
の
一
般
質
問
で
、
用

途
地
域
の
見
直
し
を
図
る

べ
き
と
提
案
し
て
い
る
。

付
近
は
商
業
地
域
で
、
準

　
旧
鉄
口
旅
館
跡
地
、
江

差
商
工
会
を
含
む
周
辺
地

区
は
、
江
差
町
中
心
市
街

地
の
商
業
地
域
の
中
で
、

景
観
、
立
地
条
件
な
ど
共

に
秀
れ
た
地
区
の
ひ
と
つ

で
、
ラ
ウ
ン
ド
マ
ー
ク
的

な
位
置
で
あ
る
と
認
識
す

る
一
方
、
空
地
、
空
屋
が

存
在
し
、
町
民
か
ら
は
何

か
利
用
出
来
な
い
の
か
と

い
う
声
も
あ
る
。
持
続
可

能
な
ま
ち
を
創
る
可
能
性

を
求
め
、
土
地
利
用
の
検

討
策
定
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

町
長
第
６
次
総
合
計
画
、

江
差
町
立
地
適
正
化
計
画
、

ど
ち
ら
の
計
画
も
示
さ
れ

問　
旧
鉄
口
旅
館
周
辺
地
区
の
有
効
活
用
を

答　
民
間
か
ら
の
活
用
相
談
は
し
っ
か
り
対
応
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の
補
完
港
と
し
て
活
用
の

見
通
し
な
ど
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
参
り
た
い
。

再
国
の
「
命
の
み
な
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い

副
町
長
「
命
の
み
な
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
、

ア
プ
ロ
ー
チ
は
特
に
し
て

い
な
い
。

　
洋
上
風
力
の
基
地
局
の

補
完
港
と
な
る
こ
と
で
、

港
湾
整
備
促
進
の
近
道
と

な
る
の
で
あ
れ
ば
諮
っ
て

い
く
。

　
能
登
半
島
地
震
災
害
時

の
半
島
道
路
１
本
の
み
の

怖
さ
、
こ
れ
ら
を
改
め
て

付
加
し
た
状
況
で
国
に
対

し
要
請
し
て
参
り
た
い
。

川
河
口
部
に
お
け
る
最
大

遡
上
高
１
５
．
４
６
ｍ
な

ど
、
町
内
４
か
所
の
想
定

値
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
公
表
値
を
基
に
令
和
４

年
３
月
に
江
差
町
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
お
り
、
江
差
北
小
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
厚
沢
部

川
河
口
部
な
ど
と
は
違
い

津
波
の
浸
水
想
定
区
域
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
浸

水
想
定
区
域
の
変
更
も
な

く
、
既
存
校
舎
内
の
階
上

増
設
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。

総
務
課
長
江
差
北
小
中

学
校
に
限
ら
ず
、
浸
水
想

定
が
さ
れ
得
る
区
域
の
お

け
る
対
策
と
い
う
の
も
、

町
全
体
と
し
て
考
え
る
立

場
に
あ
る
中
に
お
い
て
、

想
定
区
域
と
な
る
部
分
が

優
先
さ
せ
る
区
域
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
浸
水
想

定
区
域
変
更
の
よ
う
な
事

態
が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
検
討
項
目
と
す
る
。

再
再

道
か
ら
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
が

起
き
な
い
と
着
手
出
来
な

い
考
え
で
よ
い
か
。

総
務
課
長
現
時
点
に
お

い
て
は
、
ご
理
解
頂
い
た

内
容
と
な
る
。

な
い
と
考
え
る
。

　
江
差
港
長
期
構
想
の
見

直
し
は
、
北
の
江
の
島
構

想
や
洋
上
風
力
発
電
事
業

に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

て
江
差
町
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
は
し
て
い
る
の
か
。
渡

島
半
島
全
体
の
復
興
支
援

体
制
を
強
靭
に
す
る
た
め
、

日
本
海
側
の
江
差
港
に
復

興
支
援
機
能
を
備
え
る
必

要
が
あ
る
。

　
江
差
で
能
登
ク
ラ
ス
の

地
震
が
起
き
た
時
に
、
太

平
洋
側
か
ら
助
け
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
道

路
網
と
江
差
港
の
整
備
が

必
須
だ
と
考
え
る
。
整
備

構
想
見
直
し
に
着
手
し
、

そ
れ
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
如
何
か
。

ア
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
防
災
支
援
機

能
拡
充
の
た
め
、
総
合
計

画
の
継
続
施
策
と
位
置
付

け
る
江
差
港
長
期
構
想
の

見
直
し
に
着
手
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長
国
は
「
命
の
み
な

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
名

付
け
、
船
舶
を
活
用
し
た

防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
の

取
組
を
通
じ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
進
め
て
お

り
、
町
と
し
て
は
国
の
動

き
と
連
携
し
て
い
く
。

　

半
島
道
路
網
整
備
は
、

災
害
時
の
代
替
避
難
ル
ー

ト
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

函
館
江
差
自
動
車
道
の
早

期
延
伸
を
実
現
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
洋
上
風
力
発
電
の
調
整

エ
リ
ア
と
な
る
海
域
へ
の

対
応
は
、
か
も
め
島
周
辺

を
含
め
た
景
観
の
保
全
を

図
る
と
し
、
港
湾
区
域
の

範
囲
を
保
全
エ
リ
ア
と
す

る
方
向
性
が
示
さ
れ
、
エ

リ
ア
の
設
定
が
今
後
の
港

湾
整
備
に
影
響
を
及
ぼ
さ

　
能
登
半
島
地
震
は
、
日

本
・
千
島
海
溝
地
震
災
害

に
備
え
て
い
る
渡
島
半
島

の
太
平
洋
側
沿
岸
市
町
村

の
震
災
対
策
に
お
い
て
も

教
訓
を
伝
え
て
い
る
。

　
日
本
海
側
に
あ
る
江
差

町
は
、
津
波
避
難
対
策
特

別
強
化
地
域
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
振
興
局
の

所
在
地
で
あ
り
、
渡
島
半

島
太
平
洋
側
の
被
災
時
に

復
興
支
援
を
担
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
半
島
道
路
網

と
江
差
港
の
整
備
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

檜
山
沖
洋
上
風
力
事
業
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
、

海
域
の
多
く
が
調
整
エ
リ

　

江
差
北
小
中
学
校
は
、

津
波
発
生
時
の
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

消
防
と
の
話
で
垂
直
避
難

を
前
提
に
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
る
。
２
階
へ
の
垂
直

避
難
は
、
他
へ
逃
げ
る
時

間
も
な
く
や
む
を
得
な
い

が
、
大
規
模
改
築
で
な
く

既
存
校
舎
の
中
で
階
上
増

設
に
つ
い
て
調
査
、
検
討

出
来
な
い
か
伺
う
。

町
長
北
海
道
日
本
海
沿

岸
に
お
け
る
津
波
浸
水
想

定
に
関
し
て
は
、
北
海
道

か
ら
公
表
さ
れ
、
厚
沢
部

再
復
興
庁
派
遣
で
気
仙

沼
市
の
復
興
事
業
に
従
事

し
て
き
た
が
、
市
内
の
海

に
近
い
４
階
建
て
の
高
校

で
、
４
階
の
フ
ロ
ア
の
２

５
セ
ン
チ
上
ま
で
、
水
位

が
上
が
っ
た
の
を
見
て
い

る
。
北
海
道
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ど
お
り
に
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　
今
の
施
設
の
中
で
、
も

う
一
段
高
い
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
子
供
達
も
安
心
す

る
。
専
門
家
の
建
築
士
に

見
て
も
ら
い
、
可
能
性
を

探
っ
て
欲
し
い
こ
と
が
質

問
の
前
提
で
あ
り
、
調
査

に
着
手
出
来
な
い
か
。

問　
江
差
港
の
長
期
構
想
見
直
し
に
着
手
を

答　
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
検
討
す
る

無　
会　
派

議
員

出で
さ
き﨑　

太た
ろ
う郎

問　
江
差
北
小
中
校
舎
の
階
上
避
難
増
設
調
査
を

答　
浸
水
想
定
区
域
外
に
よ
り
考
え
て
い
な
い

出﨑　太郎議員

津波対策特別強化地域
北海道新聞（2024年 2月 19日）
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令
和
５
年
第
４
回
定
例

会
一
般
質
問
の
中
長
期
財

政
運
営
計
画
の
再
質
問
に

お
い
て
、
答
弁
漏
れ
が
あ

り
改
め
て
質
問
す
る
。

　
江
光
ビ
ル
跡
地
の
建
設

施
設
の
借
金
に
つ
い
て
、

15
年
計
画
で
返
済
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
15
年
間
、

町
長
も
い
ち
町
民
と
し
て

一
緒
に
返
済
す
る
意
向
が

あ
る
か
伺
う
。

町
長
誤
解
が
あ
る
が
、

工
事
に
係
る
過
疎
債
返
済

期
間
は
12
年
間
。
町
持
ち

出
し
の
一
般
財
源
は
年
間

約
４
３
０
万
円
で
あ
る
。

ご
質
問
の
点
に
つ
い
て
は
、

町
民
と
し
て
、
そ
し
て
町

長
と
し
て
町
の
た
め
に
出

来
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で

も
こ
れ
か
ら
も
、
責
任
を

持
っ
て
着
実
に
進
め
て
い

く
。

問　
エ
コ
ー
建
設
費
を
町
民
と
共
に
返
済
す
る
か

答　
町
民
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
着
実
に
進
め
る

無　
会　
派

議
員

増ま
す
な
が永　

一か
ず
ひ
こ彦

町
長
押
印
の
見
直
し
は
、

行
政
手
続
き
に
お
け
る
負

担
を
軽
減
し
、
利
便
性
の

向
上
が
目
的
。
今
後
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

再
国
の
通
知
か
ら
３
年

８
か
月
経
過
、
対
応
が
遅

わ
る
検
討
事
項
で
、
全
庁

的
な
検
討
が
出
来
て
い
な

い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
最
優
先

出
来
な
か
っ
た
状
況
に
あ

る
。
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
国
、
北
海
道
で
は
、
公

式
文
書
や
書
類
等
の
印
鑑

省
略
を
進
め
て
い
る
が
、

町
と
し
て
印
鑑
省
略
を
ど

う
進
め
て
い
る
か
伺
う
。

く
な
い
か
。

　

国
の
押
印
見
直
し
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
押
印
見

直
し
を
推
進
し
た
結
果
、

民
間
か
ら
行
政
へ
の
手
続

き
の
99
％
廃
止
の
方
向
に

な
っ
た
と
記
載
が
あ
る
。

改
め
て
い
つ
進
め
る
か
。

総
務
課
長
押
印
省
略
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
係

問　
町
で
は
印
鑑
省
略
を
ど
う
進
め
て
い
る
か

き
な
事
業
、
公
共
施
設
は

完
成
延
期
を
し
て
い
る
。

町
も
延
期
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

副
町
長
絶
対
で
は
な
い

が
、
現
時
点
で
延
期
す
る

考
え
は
な
い
。

再
再
新
聞
で
は
当
初
予

定
か
ら
事
業
費
が
２
、
３

割
上
が
り
延
期
し
た
市
町

村
も
あ
る
。
今
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

副
町
長
議
会
の
場
で
反

対
、
延
期
等
の
論
議
が
今

後
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
想
定
さ
れ
る
が
、
再
度

延
期
の
考
え
は
な
い
。

　
北
の
江
の
島
拠
点
施
設

建
設
資
金
を
ど
う
回
収
す

る
か
具
体
に
説
明
願
う
。

町
長
整
備
す
る
施
設
を

拠
点
と
し
て
街
中
に
人
を

周
遊
さ
せ
、
活
性
化
を
目

指
す
こ
と
が
目
的
。
施
設

単
体
で
の
資
金
回
収
を
想

定
し
て
い
な
い
。

再
資
材
高
騰
、
人
件
費

高
騰
な
ど
に
よ
り
当
初
と

狂
い
が
生
じ
、
道
内
の
大

問　
拠
点
施
設
資
金
を
ど
う
回
収
す
る
か

答　
施
設
単
体
で
の
回
収
を
想
定
し
て
い
な
い

答　
今
後
全
庁
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

増永　一彦議員

ス
契
約
を
続
け
る
か
。

財
政
課
長
リ
ー
ス
契
約

中
に
解
約
す
る
こ
と
は
、

損
害
賠
償
金
、
違
約
金
支

払
い
が
必
要
。
損
害
賠
償

を
支
払
う
場
合
、
地
方
自

治
法
の
規
定
で
議
会
の
議

決
が
必
要
が
あ
る
。

　

総
合
的
に
勘
案
し
て
、

計
画
通
り
に
、
期
間
満
了

を
も
っ
て
、
解
約
す
る
と

い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
公
用
車
の
見
直
し
は
、

引
き
続
き
継
続
す
る
。

で
も
変
わ
り
な
い
か
。

町
長
担
当
課
長
よ
り
、

町
の
一
方
的
な
都
合
で
相

手
側
に
迷
惑
を
か
け
る
方

法
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ

る
と
回
答
し
た
。
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
。

　
町
長
の
公
用
車
も
同
じ

く
、
リ
ー
ス
契
約
が
終
了

前
に
解
約
出
来
な
い
か
。

町
長
令
和
５
年
第
４
回

定
例
会
一
般
質
問
で
、
必

要
性
を
答
弁
。
リ
ー
ス
期

間
満
了
ま
で
使
用
の
考
え

は
変
わ
ら
な
い
。

再
町
長
公
用
車
は
、
期

間
満
了
ま
で
に
残
り
２
年

間
。
年
間
リ
ー
ス
代
は
３

問
目
の
３
台
と
町
長
公
用

車
を
足
す
と
、
３
１
７
万

円
程
も
掛
か
り
無
駄
遣
い

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
リ
ー

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例

会
一
般
質
問
で
、
江
差
町

の
公
用
車
が
多
い
と
質
問

し
た
際
に
、
３
台
分
に
つ

い
て
は
、
リ
ー
ス
契
約
終

了
後
に
公
用
車
を
減
ら
す

と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
今

問　
町
長
公
用
車
の
早
期
解
約
を

問　
町
公
用
車
３
台
の
早
期
解
約
を

答　
リ
ー
ス
満
了
後
解
約
で
変
更
無

答　
リ
ー
ス
満
了
後
解
約
で
変
更
無

ン
は
実
施
し
て
い
な
い
。

再
将
来
的
に
交
付
金
に

頼
ら
ず
継
続
可
能
と
な
る

事
業
と
計
画
に
書
い
て
い

る
が
自
立
出
来
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
の
一
般
財
源
を
投
入
し
、

進
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
地
域
活
性
化
の
為
の
施

設
で
あ
り
、
ご
理
解
を
。

再
再
町
は
計
画
段
階
で

施
設
収
益
を
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ど
う
収
益
を
上
げ
る
か
は
、

今
後
対
応
し
て
い
く
。

　
旧
江
光
ビ
ル
跡
地
建
設

施
設
に
つ
い
て
、
建
設
資

金
、
建
設
施
設
計
画
の
際

に
、
貸
施
設
の
現
状
と
建

設
後
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
か
。

町
長
ト
ー
タ
ル
と
し
て

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

問　
エ
コ
ー
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

答　
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
実
施
は
し
て
い
な
い

拠点施設計画地（基本計画より抜粋）
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町
長
こ
れ
ま
で
町
独
自

の
取
組
と
し
て
、
地
域
公

共
交
通
や
健
診
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
予
約
な
ど
の
他
、

国
の
制
度
と
し
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
を

通
じ
た
手
続
き
、
税
分
野

で
の
電
子
申
告
な
ど
の
取

組
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
利
便
性
を

高
め
効
率
化
を
図
る
こ
と

は
重
要
な
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
現
状
を
維
持

し
た
場
合
と
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
場
合
の
比
較
検
討
を

進
め
た
上
で
、
総
合
的
な

見
地
か
ら
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

校
司
書
を
配
置
し
て
い
な

い
が
、
司
書
教
諭
の
資
格

を
持
つ
教
員
や
、
町
図
書

館
の
司
書
の
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
学
校
図
書
の
充

実
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
校
一
斉
の
読

書
活
動
や
、
授
業
に
お
い

て
も
、
学
校
図
書
館
を
活

用
し
た
取
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

　
現
時
点
に
お
い
て
は
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続

的
に
進
め
て
参
り
た
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

導
入
の
動
き
が
あ
る
。
江

差
町
と
し
て
も
、
一
人
一

人
の
個
性
を
尊
重
し
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め

に
も
、
同
制
度
の
導
入
に

向
け
検
討
が
必
要
と
思
う

が
如
何
か
。

町
長
去
る
１
月
の
新
聞

報
道
に
よ
る
と
、
令
和
６

　
町
長
の
先
程
の
執
行
方

針
で
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
以
下
Ｄ
Ｘ
）
を
追
求

し
て
い
く
と
い
う
部
分
が

あ
っ
た
。

　
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る

Ｄ
Ｘ
は
、
住
民
の
利
便
性

や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と

考
え
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
す
る
こ
と
や
、

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

江
差
町
に
お
い
て
は
、
Ｄ

Ｘ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
進

め
る
の
か
を
伺
う
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
、
専
任
の
学
校
図
書
司

書
が
配
置
さ
れ
て
い
る
公

立
小
中
学
校
は
47
％
、
司

書
を
全
く
配
置
し
て
い
な

い
学
校
が
11
％
と
な
っ
て

お
り
、
司
書
の
配
置
は
、

学
び
の
差
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　
町
に
お
い
て
今
後
学
校

図
書
司
書
を
配
置
す
る
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

教
育
長
学
校
図
書
館
法

第
６
条
第
１
項
に
、
司
書

配
置
に
関
す
る
努
力
義
務

規
定
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
町
に
お
い
て
学

　
照
井
町
長
は
こ
れ
ま
で
、

不
幸
ゼ
ロ
の
ま
ち
の
実
現

を
明
言
を
し
て
い
る
。
す

べ
て
の
町
民
が
、
江
差
町

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
。

　
近
年
、
多
く
の
市
町
村

に
お
い
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

の
カ
ッ
プ
ル
を
認
め
る

問　
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
進
め
る
か

問　
学
校
図
書
司
書
配
置
の
考
え
は

問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
は

答　
比
較
検
討
を
進
め
効
率
化
を
図
る

答　
現
時
点
は
教
員
や
町
の
協
力
を
継
続

答　
令
和
６
年
度
中
の
導
入
を
目
指
す

い
て
は
、
防
災
計
画
の
見

直
し
の
動
き
が
あ
る
と
聞

く
。
江
差
町
と
し
て
の
対

応
を
伺
う
。

町
長
当
町
に
お
け
る
地

域
防
災
計
画
は
、
災
害
対

策
基
本
法
や
防
災
基
本
計

画
な
ど
、
関
連
計
画
の
改

訂
に
対
応
す
る
た
め
、
令

和
５
年
３
月
に
大
幅
な
見

直
し
を
行
っ
た
。

　
冬
期
の
対
策
と
し
て
は
、

主
に
積
雪
寒
冷
対
策
計
画

に
お
け
る
寒
冷
対
策
の
推

進
と
し
て
、
避
難
所
対
策
、

被
災
者
及
び
避
難
者
対
策
、

住
宅
対
策
な
ど
を
掲
げ
て

い
る
。

　
今
回
の
珠
洲
市
へ
の
災

害
支
援
に
つ
い
て
は
、
毛

布
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
厳

冬
対
策
、
ト
イ
レ
の
使
用

が
出
来
な
い
場
合
の
対
策

な
ど
、
地
域
住
民
と
と
も

に
、
厳
冬
期
の
被
災
を
想

定
し
た
再
点
検
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
度
の
、
能
登
半
島

地
震
に
お
け
る
災
害
に
対

し
、
江
差
町
に
お
い
て
も

冬
期
の
災
害
予
防
の
点
検

と
同
時
に
見
直
し
を
含
め

て
、
再
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
冬
期
の
災
害
で
は
、
避

難
所
に
お
い
て
第
１
に
暖

房
の
確
保
や
飲
料
水
の
確

保
や
、
断
水
が
発
生
し
た

場
合
の
簡
易
ト
イ
レ
の
確

保
な
ど
多
面
に
わ
た
る
。

　
こ
の
度
、
江
差
町
よ
り

職
員
が
珠
洲
市
の
復
旧
支

援
に
携
わ
っ
た
経
験
も
大

い
に
、
見
直
し
に
役
立
つ

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
町
で
は
昨
年
防
災
計
画

が
見
直
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
る
が
、
他
の
町
村
に
お

問　
能
登
半
島
地
震
を
含
め
た
防
災
見
直
し
は

答　
厳
冬
期
の
被
災
を
想
定
し
た
再
点
検
実
施

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本　

　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

年
度
末
ま
で
に
導
入
予
定

の
市
と
町
を
含
め
る
と
、

道
内
人
口
の
７
割
が
本
制

度
を
利
用
可
能
と
な
る
。

　
本
来
は
国
の
制
度
と
し

て
確
立
さ
せ
る
べ
き
案
件

だ
と
考
え
る
が
、
地
方
で

出
来
る
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
、
今
日
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
広

が
り
だ
と
認
識
す
る
。

　
不
幸
ゼ
ロ
の
ま
ち
の
実

現
を
目
指
し
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
他
の
先

行
自
治
体
の
取
り
組
み
を

参
考
と
し
、
令
和
６
年
度

中
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
を
目
指
し
て

参
り
た
い
。

パートナーシップ制度
北海道導入市町村

（令和６年４月現在）
札幌市
北見市
江別市
小樽市
東川町
愛別町
比布町

函館市
岩見沢市
北斗市
旭川市
鷹栖町
東神楽町

帯広市
苫小牧市
滝川市
深川市
当麻町
美瑛町
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い
る
も
の
と
考
え
る
。

　
昨
年
、
日
本
遺
産
が
再

認
定
と
な
り
、「
江
差
の

五
月
は
江
戸
に
も
な
い
～

ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ
く

町
～
」
を
題
材
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

「
ニ
シ
ン
」
を
中
心
と
し

た
食
に
関
す
る
事
業
の
展

開
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
郷
土
料
理
の
保

護
と
継
承
、
ニ
シ
ン
の
消

費
拡
大
を
図
る
観
点
か
ら
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
飲
食
店

な
ど
で
の
ニ
シ
ン
料
理
の

提
供
の
促
進
、
ニ
シ
ン
料

理
を
学
ぶ
機
会
の
創
出
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

超
え
た
交
流
な
ど
、
施
設

の
機
能
を
有
効
に
生
か
し

た
社
会
教
育
事
業
の
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

　
学
校
教
育
の
観
点
か
ら

は
、
社
会
科
や
特
別
活
動

の
時
間
を
利
用
し
た
活
用

や
、
展
示
な
ど
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
の
利
用
等
、

マ
チ
の
新
た
な
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
が
集
い
、
生
き
が
い

や
幸
福
、
そ
し
て
何
よ
り

も
楽
し
い
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
希
望
が
持
て
る
施
設

と
な
る
よ
う
学
校
や
各
団

体
な
ど
と
連
携
し
、
様
々

な
活
用
機
会
の
創
出
を

図
っ
て
参
り
た
い
。

か
ら
の
暦
年
ベ
ー
ス
で
は

既
に
目
標
で
あ
る
２
億
円

を
超
え
、
令
和
５
年
度
も

同
じ
く
目
標
額
を
確
保
で

き
る
と
見
込
む
。

　
算
定
ル
ー
ル
改
正
に
伴

い
、
令
和
４
年
度
に
お
け

る
町
の
経
費
率
の
実
績
は

４
９
．
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

今
年
度
の
経
費
率
に
つ
い

て
も
ク
リ
ア
で
き
る
と
予

測
し
て
い
る
。

　
人
気
の
返
礼
品
に
つ
い

て
は
、「
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
関
連
」
と
「
生
う
に
」

の
２
種
類
で
寄
附
総
額
の

半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。

水
産
物
の
漁
獲
量
に
は
好

不
漁
の
波
が
あ
り
、
ま
た

返
礼
品
取
り
扱
い
事
業
者

の
多
く
が
高
齢
で
あ
る
。

事
業
の
継
続
や
準
備
に
つ

い
て
各
事
業
者
へ
促
し
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
安
定
的
な
財
源
確
保
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
に

向
け
た
取
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。

　
10
月
よ
り
ふ
る
さ
と
納

税
の
経
費
の
算
定
ル
ー
ル

が
変
わ
り
、
返
礼
品
や
送

料
の
他
に
、
仲
介
サ
イ
ト

事
業
者
へ
の
手
数
料
も
経

費
に
含
ま
れ
た
合
計
が
、

寄
附
金
の
50
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
に
な
る
よ
う
に
決
め

ら
れ
た
。

　

返
礼
品
に
つ
い
て
も
、

「
地
場
産
品
」
の
基
準
が

厳
し
く
な
っ
た
が
、
江
差

の
実
態
は
ど
う
か
。

　
幸
い
寄
付
額
は
随
分
伸

び
て
い
る
が
、
水
産
物
の

漁
獲
量
が
低
迷
し
て
い
る

現
状
か
ら
、
人
気
の
商
品

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
有

る
か
。

町
長
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

寄
付
額
は
令
和
５
年
１
月

問　
町
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」返
礼
品
経
費
率
は

答　
新
ル
ー
ル
の
も
と
上
限
を
超
え
て
い
な
い

無　
会　
派

議
員

小こ
う
め梅　

洋ひ
ろ
こ子

　
江
差
は
「
ニ
シ
ン
の
繁

栄
が
息
づ
く
町
」
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
日
本
遺
産
認

定
さ
れ
な
が
ら
、
ニ
シ
ン

が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
２
月
の
な
べ
祭
り
で
も
、

昔
風
の
三
平
鍋
と
は
様
変

わ
り
し
て
い
て
、
時
代
の

流
れ
を
感
じ
た
。
郷
土
料

理
は
食
の
多
様
化
や
家
庭

環
境
の
変
化
で
、
次
世
代

に
繋
げ
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
が
、
江
差
に

と
っ
て
ニ
シ
ン
は
、
重
要

な
産
物
あ
る
。

　
昔
か
ら
の
庶
民
の
味
と

し
て
、
気
軽
に
食
べ
ら
れ

る
様
な
仕
組
み
が
出
来
な

い
も
の
か
。
今
年
も
群
来

が
確
認
さ
れ
、
漁
も
本
格

化
し
て
明
る
い
兆
し
の
中
、

消
費
拡
大
に
向
け
て
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
檜
山
管
内
各
町
と

連
携
を
図
り
、
ニ
シ
ン
の

種
苗
生
産
と
放
流
等
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
２
月

24
日
に
も
か
も
め
島
前
浜

で
群
来
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
種
苗
生
産
・
放
流
な

ど
の
取
組
が
資
源
量
・
漁

獲
量
の
増
加
に
寄
与
し
て

　
家
庭
内
で
の
諸
問
題
や
、

学
校
で
の
い
じ
め
等
で
居

場
所
を
失
い
、
相
談
す
る

人
も
無
く
、
孤
独
感
に
陥

る
少
年
達
が
多
い
。

　
最
近
で
は
、
ワ
ゴ
ン
車

を
住
宅
の
リ
ビ
ン
グ
の
よ

う
に
仕
立
て
、
ど
こ
に
で

も
出
向
け
る
居
場
所
と
し

て
リ
ビ
ン
グ
カ
ー
で
の
支

援
も
出
て
き
て
い
る
。

　
江
差
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し
」（
以

下
エ
コ
ー
）
内
の
中
高
生

用
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
が
、

正
に
子
ど
も
達
の
居
場
所

に
な
る
。
居
心
地
の
良
い

場
所
づ
く
り
の
為
の
利
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

教
育
長
エ
コ
ー
の
中
高

生
用
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用

に
限
る
と
、
子
ど
も
達
が

自
由
に
利
用
で
き
る
場
所

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
教
育
委
員
会
と
し

て
特
定
の
利
用
は
考
え
て

い
な
い
。

　
一
方
、
施
設
全
体
を
通

じ
て
の
利
活
用
は
、
各
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
世
代
を

問　
ニ
シ
ン
の
消
費
拡
大
へ
の
対
策
は

問　
子
ど
も
達
の
エ
コ
ー
の
利
活
用
は

答　
イ
ベ
ン
ト
・
飲
食
店
の
提
供
促
進
検
討

答　
施
設
全
体
で
活
用
機
会
を
創
出
す
る

小梅　洋子議員

コミュニティプラザえさし（エコー）
のシェアスペース
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弁
が
噛
み
合
わ
な
い

議
長
流
れ
を
見
て
も
、

答
え
が
出
て
こ
な
い
状
況

な
の
で
、
反
問
権
を
終
了

す
る
。

●
反
問
権
終
了

町
長
反
問
権
の
質
問
に

お
答
え
頂
け
ず
、
答
弁
出

来
る
内
容
が
な
い
の
で
、

答
弁
を
差
し
控
え
る
。

上
、
答
弁
し
た
い
。

　
１
点
目
、
再
審
査
に
関

し
て
、
町
に
情
報
公
開
請

求
が
あ
り
、
請
求
目
的
は

興
味
と
お
答
え
し
て
い
る
。

再
審
査
に
関
し
て
ど
ん
な

疑
念
を
お
持
ち
か
。

　
２
点
目
、
疑
念
を
晴
ら

す
た
め
、
何
を
を
お
伝
え

す
れ
ば
宜
し
い
の
か
。

田
畑
議
員
興
味
あ
る
事

か
ら
全
て
が
始
ま
る
。

　
２
問
目
に
つ
い
て
前
段

で
、
日
本
遺
産
の
全
容
を

説
明
し
た
い
。

　
ま
ず
は
今
・
・
・

　
今
あ
な
た
。
笑
い
ま
し

た
よ
ね
、
あ
ん
た
無
礼
だ
。

●
田
畑
議
員
が
自
席
を
立

ち
議
長
の
制
止
命
令
を
聞

か
ず
、
町
長
へ
暴
行
を
働

く
よ
う
な
勢
い
で
迫
る

こ
の
行
動
に
対
し
、

急
遽
、
議
会
運
営
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
。

詳
細
は
14
頁
参
照

議
長
引
き
続
き
２
問
目

に
つ
い
て
回
答
を
。

●
こ
の
後
、
反
問
権
の
問

答
が
続
く
が
、
質
問
と
答

　
日
本
遺
産
認
定
再
審
査

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
５

月
15
日
以
降
、
12
月
初
旬

ま
で
一
度
も
町
民
と
議
会

に
対
し
、
情
報
や
議
事
録

を
公
開
し
て
い
な
い
。
資

料
も
黒
塗
り
で
非
公
開
と

し
て
い
る
法
的
根
拠
は
。

町
長
１
問
目
に
関
し
反

問
権
を
行
使
し
た
い
の
で
、

議
長
の
許
可
を
願
う
。

議
長
反
問
権
行
使
、
町

長
の
発
言
を
許
可
す
る
。

●
反
問
権
開
始

町
長
こ
の
間
、
議
員
の

日
本
遺
産
再
審
査
に
お
け

る
議
事
録
公
開
の
要
求
に

関
し
、
町
は
審
査
を
受
け

る
側
で
、
情
報
公
開
は
文

化
庁
の
判
断
と
お
伝
え
し

た
。
質
問
に
回
答
頂
い
た

問　
日
本
遺
産
再
審
査
の
情
報
公
開
を

答　
反
問
権
へ
の
回
答
が
無
く
答
弁
出
来
な
い

無　
会　
派

議
員

田た
ば
た畑　

豊と
よ
と
し利

田畑　豊利議員

に
は
町
民
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
、
地
域
文
化
が
守

ら
れ
、
観
光
振
興
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

再
再
連
合
が
発
行
し
て

い
る
ミ
ニ
新
聞
が
あ
り
、

一
部
の
会
社
の
宣
伝
を
し

て
い
る
。
日
本
一
美
し
い

村
連
合
と
関
係
な
い
と
思

う
。
な
ぜ
、
一
会
社
の
宣

伝
に
な
る
の
か
。

町
長
全
国
に
販
売
を
し

て
い
る
も
の
で
、
そ
の
中

で
江
差
町
を
取
り
上
げ
て

頂
い
た
も
の
。
ど
う
取
り

上
げ
る
か
は
、
編
集
を
す

る
側
の
判
断
で
あ
る
。

　
地
域
の
企
業
を
応
援
し

て
い
く
、
そ
れ
が
町
長
の

１
つ
の
仕
事
で
も
あ
る
と

考
え
、
ご
指
摘
に
は
当
た

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

は
な
い
。

再
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
の
作
動
は
、

確
認
し
た
か
。
12
日
現
在

作
動
し
て
い
な
い
。

追
分
観
光
課
長
付
近
で

は
作
動
は
し
て
い
た
。
開

陽
丸
周
辺
の
ト
イ
レ
の
部

分
は
、
作
動
は
し
て
い
る

こ
と
は
確
認
。

再
再
10
時
か
ら
４
時
ま

で
私
は
そ
こ
に
い
た
。
間

違
い
を
直
し
な
さ
い
。

町
長
２
月
12
日
の
状
況

は
お
答
え
出
来
な
い
が
、

現
状
は
、
作
動
し
て
い
る
。

令
和
６
年
１
月
頃
新
聞
に

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
を
検

討
し
て
い
る
旨
の
記
事
が

載
っ
た
の
が
始
ま
り
と
捉

え
て
い
る
。

再
再
入
口
カ
ー
ブ
に
松

の
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

見
通
し
が
悪
く
な
る
。
い

ち
早
く
情
報
を
知
り
、
あ

え
て
植
え
た
と
い
う
話
も

あ
る
が
如
何
か
。

町
長
田
畑
議
員
の
憶
測

に
関
し
て
の
ご
質
問
に
は
、

お
答
え
出
来
な
い
。

　
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
加
盟
事
業
に
お
い
て
、

９
年
間
で
９
０
０
万
円
以

上
投
資
し
た
費
用
対
効
果

は
あ
っ
た
の
か
。

町
長
都
会
へ
の
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
、
加
盟

町
村
と
一
緒
に
行
う
こ
と

で
、
町
の
魅
力
を
発
信
す

る
場
と
な
り
、
十
分
意
味

の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

再
町
の
発
展
が
見
え
な

い
。
歴
ま
ち
で
ど
こ
か
あ

れ
ば
説
明
し
て
欲
し
い
。

追
分
観
光
課
長
登
録
資

源
は
、
歴
ま
ち
だ
け
で
は

な
く
、
姥
神
大
神
宮
渡
御

祭
、
江
差
追
分
も
含
む
。

　
加
盟
で
９
０
０
万
と
い

う
お
話
も
、
加
盟
に
よ
り

江
差
に
足
を
運
ん
で
頂
く

環
境
を
構
築
し
、
最
終
的

　
開
陽
丸
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
が

作
動
し
て
い
な
い
。
周
辺

の
環
境
は
、
砂
と
ゴ
ミ
だ

ら
け
で
あ
り
、
江
差
町
で

お
も
て
な
し
と
い
う
言
葉

は
今
後
使
用
禁
止
と
考
え

る
が
如
何
か
。

町
長
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
の
作

動
は
、
機
器
の
状
況
に
よ

り
聞
こ
え
な
い
場
所
も
あ

る
が
、
開
陽
丸
屋
外
ト
イ

レ
周
辺
で
は
作
動
し
て
い

る
。
お
も
て
な
し
と
い
う

言
葉
の
使
用
禁
止
に
関
し
、

行
政
が
判
断
す
る
立
場
で

　
か
も
め
島
入
口
の
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
に
つ
い
て
、

な
ぜ
、
計
画
を
急
い
で
進

め
て
い
る
の
か
。

町
長
国
道
事
故
危
険
箇

所
解
消
の
早
期
対
応
を
目

指
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
方
式
に
よ
り
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
町
も
整

備
に
向
け
て
連
携
す
る
。

再
い
つ
の
段
階
で
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
方
式
に
決

ま
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

問　
事
業
費
９
０
０
万
円
の
費
用
対
効
果
は

問　
開
陽
丸
付
近
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
の
作
動
が
な
い
が

問　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
を
急
ぐ
理
由
は

答　
加
盟
町
村
と
連
携
し
町
の
魅
力
発
信

答　
開
陽
丸
屋
外
ト
イ
レ
周
辺
で
作
動
確
認

答　
事
故
危
険
箇
所
の
早
期
解
消
の
た
め

日本遺産横看板（役場正面）
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議
決
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
学
校
遊
具
な
ど
の
整

備
を
行
っ
て
き
た
。〝
子

ど
も
議
会
の
開
催
を
通
じ

政
治
や
選
挙
へ
の
参
加
意

識
を
醸
成
す
る
〟
と
の
ご

提
言
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
選
挙
投
票
率
の
低
下
や

政
治
へ
の
無
関
心
を
ど
の

様
に
改
善
し
政
治
参
加
を

促
す
の
か
と
い
う
、
正
に

選
挙
管
理
委
員
会
が
担
う

部
分
が
大
き
い
も
の
と
考

え
る
。

　
改
め
て
選
挙
管
理
委
員

会
へ
も
情
報
提
供
し
、
選

挙
や
政
治
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
方
策
を
行
政
と

し
て
も
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

大門　和幸議員

が
大
い
に
力
を
発
揮
す
る

の
で
は
と
考
え
る
。
子
ど

も
た
ち
が
早
い
段
階
か
ら

社
会
的
・
政
治
的
な
参
加

を
体
験
す
る
こ
と
は
、
成

人
後
の
積
極
的
な
町
民
参

加
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
子
ど
も
議
会
は
、

そ
の
よ
う
な
参
加
意
識
や

能
力
を
養
う
場
と
し
て
役

立
つ
。

　
未
来
の
有
権
者
へ
と
る

べ
き
こ
ど
も
議
会
を
用
い

た
諸
政
策
及
び
選
挙
へ
の

意
識
づ
け
に
関
し
て
提
案

し
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
伺
う
。

町
長
私
は
子
ど
も
達
が

考
え
た
こ
と
や
要
望
が
、

実
際
に
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
実
現
す
る
と
い
う
こ
と

が
政
治
や
行
政
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
一
番
の
近

道
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
遊
具
の
整
備
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
有
効
活
用

を
図
る
際
、
直
接
子
ど
も

達
と
意
見
交
換
を
行
い
、

そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

予
算
案
を
議
会
へ
提
出
し
、

　
18
歳
の
有
権
者
と
な
る

高
校
生
た
ち
へ
、
選
挙
の

際
、
ど
う
考
え
て
投
票
す

べ
き
か
を
ど
う
教
え
れ
ば

よ
い
か
、
今
こ
の
地
域
で

は
何
が
大
き
な
問
題
な
の

か
。
今
ま
で
ど
ん
な
手
だ

て
が
と
ら
れ
、
結
果
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
経

緯
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
新
た
な
方
策

を
と
る
べ
き
な
の
か
な
ど
、

地
域
の
課
題
に
対
し
、
体

系
的
に
学
べ
る
教
育
課
程

は
存
在
し
な
い
。
18
歳
に

な
る
若
者
が
地
域
の
課
題

に
興
味
を
持
ち
、
み
ず
か

ら
考
え
、
１
票
を
も
て
余

さ
な
い
様
に
す
る
た
め
の

方
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
ど
も
議
会

問　
子
ど
も
議
会
を
開
催
す
る
考
え
は

答　
選
挙
管
理
委
員
会
へ
情
報
提
供
し
検
討

無　
会　
派

議
員

大だ
い
も
ん門　

和か
ず
ゆ
き幸

江差町議会議場外観

継続調査中！継続調査中！
総務産業常任委員会

『地域公共交通に関する事務調査』
社会文教常任委員会

『親子で楽しめる健康的な空間づくりに
関する事務調査』

議　　　件　　　名

増
永　
一
彦

大
門　
和
幸

田
畑　
豊
利

出
﨑　
太
郎

西
海
谷　
望

小
梅　
洋
子

室
井　
正
行

小
野
寺　
真

飯
田　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本　
　
眞

採決
結果

議案第３号 令和５年度江差町介護保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席○ × ○ 可決

（〇：賛成　　×：反対）
第１回江差町議会定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

　
　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度
以降の会議録を閲覧することができます。議会
だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略し
ております。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい 　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。
　町民の皆様が選んだ議員の活動状況や、町政の
方針などを議場で確かめましょう。
　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は６６月月です。です。
日程は、町広報誌やホームページでお知らせします。日程は、町広報誌やホームページでお知らせします。
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●　議会運営委員会から田畑豊利議員に対する懲罰動議・・・可決
　第１回定例会の田畑議員一般質問において、地方自治法第１２９条の議場の秩序維持に反し、ま
た江差町議会会議規則第１０７条の議事妨害の禁止、第１０８条の離席に違反する発言・行動が行
われたため。

●　懲罰特別委員会を設置し委員を選任。委員会を開催し審査。

令和６年３月６日

江差町議会議長　萩　原　　徹　様

懲罰特別委員会委員長　　室　井　正　行　

　本委員会は、令和６年３月６日に付託された動議の審査を終了したので、下記のとおり報告する。

記

１　付託動議　　　田畑豊利議員に対する懲罰動議

２　審査結果　　　明日３月７日（木）１日間の出席停止

３　まとめ
　本委員会では、田畑豊利議員が本日開会の第１回定例会の一般質問第１問目において、理事者から
の反問権への答弁の際、「町長が笑っていた」として、その事に腹を立て、自席を立ち、議長からの
制止命令も聞かず、町長に対し暴行を行うような勢いで迫った行為については、議会の品位や名誉を
傷つけるばかりではなく、議員としての資質に欠ける行為であり、職責、責任の重さを認識している
とは思えないものである。
　議場における暴行未遂や秩序維持に反し、議事を妨害する行為については、許されるものでは無く、
江差町議会議員に就任以後においても、問題のある発言による議場での謝罪や、全議員への侮辱発言
による「問責決議」、正当な理由のない会議への欠席が多い事による議長からの厳重注意など、度重
なる行動に対し、注意・勧告を行ってきたが、反省の態度がまるで見られないと判断し、１日間の出
席停止とすることで全会一致で決定した。

１　懲罰の対象…懲罰の対象は、地方自治法及び会議規則等に違反した議員の行為
２　地方自治法に違反する行為
　⑴　議場の秩序維持に反した場合　　⑵　言論の品位に反した場合　等
３　懲罰の種類　　⑴　戒告　　⑵　陳謝　　⑶　出席停止　　⑷　除名

懲罰特別委員会審査報告書

本会議中の議員に対する懲罰可決～１日間の出席停止

出席議員全員賛成により田畑議員の１日間出席停止が決定した。

委 員 長 室井　正行

副委員長 西海谷　望
委　　員

飯田　隆一
小梅　洋子
塚本　　眞

注　
釈
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全員協議会を開催しました！
●　第１回全員協議会（１月１７日）
　・能登半島地震における珠洲市への対応について
　・�江差町再生可能エネルギーゾーニングマップの素案について
　・�土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定された土地評価

額の補正について
　・�令和５年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について

●　第２回全員協議会（２月５日）
　・「コミュニティプラザえさし」の管理・運営等の方針について
　・伏木戸地区における民間宿泊施設の建設について

●　第３回全員協議会（２月２０日）
　・令和６年度江差町予算概要について
　・令和６年度一部事務組合予算概要について
　・�第９期江差町高齢者福祉計画・介護保険事業

計画の策定について

　
２
月
５
日
に
第
１
回
臨
時
会
、
３

月
28
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
行
な
わ

れ
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
、

閉
会
し
ま
し
た
。

　
【
第
１
回
臨
時
会
】　　
　
　
　
　

◎
補
正
予
算

◇
能
登
半
島
地
震
災
害
派
遣

�

３
６
４
万
４
千
円

◇
令
和
５
年
度
低
所
得
世
帯
価
格
高
騰

支
援
給
付
金
事
業
（
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
分
）

�

　
１
，
７
５
３
万
８
千
円

◇
令
和
５
年
度
低
所
得
世
帯
価
格
高
騰

支
援
給
付
金
事
業（
こ
ど
も
加
算
分
）

�

４
０
１
万
３
千
円

◇
江
差
町
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
地
方

創
生
基
金
積
立

�

３
０
万
円

◇
江
差
町
か
も
め
島
交
流
拠
点
づ
く
り

基
金
積
立

�

５
０
０
万
円

◇
能
登
半
島
地
震
被
災
地
義
援
金

�

１
０
０
万
円

◇
能
登
半
島
地
震
災
害
派
遣

�

２
１
８
万
３
千
円

◇
町
立
小
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

�

１
億
４
，
７
０
１
万
７
千
円

◇
町
立
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

�

６
，
６
９
９
万
７
千
円

◇
図
書
館
資
料
整
備

�

１
０
万
円

◇
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
中
央

　
フ
ェ
ン
ス
補
修
工
事

�

２
１
０
万
１
千
円

◎
条
例
改
正

◇
江
差
町
手
数
料
条
例
一
部
改
正

◎
そ
の
他

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
令
和
５
年

度
町
道
陣
屋
椴
川
線
第
３
椴
川
橋
架

換
工
事
）

　
【
第
２
回
臨
時
会
】　　
　
　
　
　

◎
補
正
予
算
（
専
決
）

◇
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設

整
備
補
助

�

７
２
６
万
円

◇
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
貯
水

槽
揚
水
ポ
ン
プ
等
更
新
工
事

�

１
１
２
万
２
千
円

◇
江
差
町
か
も
め
島
交
流
拠
点
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コミュニティプラザえさし外観

第９期高齢者福祉計画及び介護保険計画
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江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆議会広報特別委員会
◆社会文教常任委員会
◆第１回全員協議会
◆江差町議会議員会臨時総会
◆議会広報特別委員会
◆檜山町村議長会定例議長会
　　　　　　　　　　　（江差町：議長）

◆議会運営委員会
◆第１回臨時会
◆第２回全員協議会
◆社会文教常任委員会行政視察
　（岩手県久慈市）
◆議会運営委員会
◆第３回全員協議会
◆社会文教常任委員会
◆議会運営委員会
◆檜山町村議長会臨時会（乙部町：議長）

◆第１回定例会

◆南部桧山衛生処理組合議会第１回定例会
　（西海谷議員、大門議員）
◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会
　第１回定例会（田畑議員、増永議員）
◆檜山広域行政組合議会第１回定例会
　（出﨑議員）
◆議会運営委員会
◆第２回臨時会

１月11日

１月17日

１月24日

２月５日

２月６日
　～７日
２月16日
２月20日

２月26日
２月29日

３月６日
　～７日
３月21日

３月28日

☆　江差北小で入学式
　４月６日に町内小中学校の入学式が一斉に行われま
した。
　江差北小学校でも５名の新一年生が入場し、先生に
名前を呼ばれて大きな
声で返事をしていまし
た。
　一日も早く学校生活
に慣れ、健やかに成長
してほしいですね。
　晴れてご入学おめで
とうございます。

今 号 の 表 紙

（撮影者：出﨑　太郎　議会広報特別委員会委員長）

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和 6 年 1 月 1 日から 3 月 31 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1 傷病・2 出産・3 育児・4 看護・5 介護・6 私用）

　令和６年能登半島地震により、甚大な被害を受け
た友好都市である石川県珠洲市に対して、令和６年
３月２８日、議員会より合計２４万円の義援金を贈
りました。
　今も続く余震に予断を許さない状況は続いていま
すが、珠洲市民のご無事と、一日も早い復旧・復興
をお祈り申し上げます。

江差町議会議員会
石川県珠洲市へ義援金を贈りました
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第 1 回定　例　会
3月 6日 ❶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月 7日 ❶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 出席 

停止 ○
第 1 回臨　時　会 2月 5日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○
第 2 回臨　時　会 3月28日 ❶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❶ ○ ○ ○
第１回全員協議会 1月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○
第２回全員協議会 2月 5日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○
第３回全員協議会 2月20日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総務産業常任委員会 2月 8日 ○ ○ ❻ ○ ○

社会文教常任委員会 1月11日 ○ ○ ○ ○ ○ ❻
2月20日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
1月11日 ○ ○ ○ ○ ❻
1月17日 ○ ○ ○ ○ ❻
3月28日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会

2月 5日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月16日 ❶ ○ ○ ○ ○ ○
2月26日 ❶ ○ ○ ○ ○ ○
3月28日 ❶ ○ ○ ○ ❶ ○


